秩父宮賜杯　第６４回西日本学生陸上競技対校選手権大会
（ぎふ清流国体陸上競技リハーサル大会）
大　会　要　項　（案）
１．主　　催　　東海・関西・中国四国・九州学生陸上競技連盟

２．共　　催　　ぎふ清流国体・ぎふ清流大会岐阜市実行委員会　岐阜市
３．主　　管　　東海学生陸上競技連盟
４．運営協力　　岐阜陸上競技協会（申請中）
５．後　　援　　岐阜県（申請中）・岐阜県教育委員会（申請中）

岐阜市教育委員会（申請中）・中日新聞社（申請中）　
６．協　　賛　　株式会社アシックス（申請中）

コカ・コーラ　セントラルジャパン株式会社（申請中）
７．期　　日　　平成２３年７月１５日（金）・１６日（土）・１７日（日）
８．会　　場　　岐阜メモリアルセンター長良川競技場

９．競技種目　　［男子の部］（２１種目）
　　　　　　　　　100ｍ、200ｍ、400ｍ、800ｍ、1500ｍ、5000ｍ、10000ｍ、110ｍH
400ｍH、3000ｍSC、10000ｍW、4×100ｍR、4×400ｍR
走高跳、棒高跳、走幅跳、三段跳、砲丸投、円盤投、ハンマー投、やり投
　　　　　　　　　［女子の部］（２1種目）
　　　　　　　　　100ｍ、200ｍ、400ｍ、800ｍ、1500ｍ、5000ｍ、10000ｍ、100ｍH
400ｍH、3000ｍSC、10000ｍW、4×100ｍR、4×400ｍR
走高跳、棒高跳、走幅跳、三段跳、砲丸投、円盤投、ハンマー投、やり投
１０．競技規定　　（１）２０１１年度（財）日本陸上競技連盟競技規則、ならびに本大会申し合せ事項により実施する。

（２）競技に使用する用器具は主催者が用意したものを使用する。但し、やり投げ用やり・棒高跳用ポールは検定に合格したものに限り、私物の使用を認める。
１１．出場規定　　（１）平成２３年度日本学生陸上競技連合登録者で、かつ東海・関西・中国四国・

九州学生陸上競技連盟所属の者に限る。
（２）各大学、平成２２年４月１日より各地区学連の申込期日までに別紙の参加標
準記録に達した者は、下図の例に従い各種目１大学につき３名まで出場することができる。
	参加人数
	標準記録突破者の組み合わせ

	１名
	Ｂ
	Ａ

	２名
	Ｂ　Ａ
	Ａ　Ａ

	３名
	Ｂ　Ａ　Ａ
	Ａ　Ａ　Ａ


（３）リレー種目は１大学につき１チームのみの参加とし、６名連記とする。
なお、参加標準記録は設けない。
　　　　　　　　　（４）同一人物の出場種目数の制限はない。
１２．参加料　　１種目１名２０００円、リレー１チーム３０００円

　　　　　　　　　各地区学連が指定する方法で納入すること。領収書は各地区学連が発行する。
１３．申込方法　　①提出期日（締め切り厳守）
　　　　　　　　　　　平成２３年　６月７日（火）必着
　　　　　　　　　②提出先

　　　　　　　　　　　〒７３９－８５２４

広島県東広島市鏡山１－１－１


広島大学教育学部健康スポーツ科学講座内


中国四国学生陸上競技連盟　宛
③提出物

　　　　　　　　　　　・エントリーデータ（必要事項を記入しＣＤ－Ｒに保存して提出）

　　　　　　　　　　　・エントリーデータ内の様式Ⅰ～Ⅴを印刷し必要箇所に押印された書類

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＣＤ－Ｒに保存したものを印刷すること）

　　　　　　　　　　　・振込み明細書のコピー

　　　　　　　　　　　・記録審査書類（形式は各地区学連のものに準ずる）
※申込書類受付後の選手の変更は受け付けない。


④振込先


　　郵便貯金
　　　口座番号　０１３１０－８－１１６９２
　　　加入者名　中国四国学生陸上競技連盟
１４．得点方法　　（１）１位８点、以下２位７点、・・・８位１点制とする。
　　　　　　　　　（２）総合得点が同点の場合は、優勝種目数、２位種目、以下３位種目・・・８位種目数を比較し、より多い大学を上位とする。
１５．表彰　　（１）男子総合優勝校には、秩父宮賜杯、優勝旗及び四地区学連会長杯、女子総
合優勝校には四地区学連会長杯を授与する。総合２位校、３位校にはトロフィーを授与する。
（２）総合、トラック、フィールドの３位までの大学には賞状を授与する。
（３）各種目３位までの入賞者にメダルと賞状を授与する。

（４）男子及び女子の成績優秀者には最優秀選手賞として賞状及び盾を授与する。
１６．代表者会議　平成２３年７月１５日（金）１０時００分よりの岐阜メモリアルセンター長良川競技場内会議室にて行う。
１７．開・閉会式　開会式　　平成２３年７月１５日（金）１２時００分

閉会式　　平成２３年７月１７日（日）全競技終了後
会　場　　岐阜メモリアルセンター長良川競技場　グランド
※開式１０分前に所定の位置に部旗を持って整列すること。

１８．宿　　泊　宿泊を希望する参加校は名古屋ホテル旅館協同組合が斡旋するので、別紙要項により申し込むこと
１９．その他　　（１）本大会は日本インカレの予選も兼ねる大会のため、不正スタート（フライン
グ）を一発失格とする日本インカレと同様の形をとる。
（２）ナンバーカードは、各地区の学連の登録ゼッケンを使用する。

（３）棄権については、大会の権威と運営の円滑を期するため極力避けること。
やむを得ず棄権する場合は、下記の要領で申し出ること。
①事前棄権について

東海学連のHPに掲載されている事前棄権届に必要事項を記入の上、７月１４日（木）までに東海学連事務所までにメールにて提出すること。なお、代表者会議終了後は当日棄権扱いとする。
②当日棄権について

当日やむを得ず棄権する場合は、インフォメーションセンターにて棄権届を受け取り、必要事項を記入の上、棄権料500円とともにインフォメーションセンターに提出し大会総務の承認を得ること。

（４）競技中に発生した障害、疾病についての応急処置は主催者側で行うがそれ以後の責任は負わない。ただし、２０１１年度（社）日本学生陸上競技連合普通会員は、原則としてスポーツ安全保険に加入しているので、この保険が適用される場合がある。

（５）本大会優勝者は第８０回日本学生陸上競技対校選手権大会のB標準突破者とみなす。
（６）競技会参加者は保険証（コピー）を持参すること。
（７）本大会はドーピングコントロールテストを実施する。ドーピングコントロールテストはJADA及びJAAFの規則に従い実施する。ドーピングテストを指示された競技者は競技役員の指示に従ってテストを受けなければならない。
（８）新規種目である女子３０００ｍSCについては５大学１２名以上の参加がなければ対校得点には組み入れない。ただし優勝者は第８０回日本学生陸上競技対校選手権大会のB標準突破者とみなす。

